
 

    

 

 

 

観察のポイント１（虫）     

・夏の森の主役である虫たちの冬ごもり

にお邪魔しよう？ 

   

□ ナミテントウムシ（成虫） 

□ ヨコヅナサシガメ（成虫） 

□ カマキリの卵鞘（卵） 

□ ミノムシ（幼虫） 

□ マユバチの繭（さなぎ） 

□ クロスジフユエダシャク（成虫） 

□ カミキリ類（幼虫） 

□ イラガの繭（さなぎ）  

      

観察のポイント２（樹木）冬芽     

・落葉樹は晩秋に葉を落とし休眠状態で

冬を過ごす。 

・冬芽とは生育に不適な冬を休眠し、春

に開く花や葉を格納した芽、日本のよう

に四季のある気候に育つ樹木、熱帯の樹

木には見られない。 

   

□ コブシ（毛皮？） 

□ ツバキ（芽鱗・重ね着？） 

□ アジサイ（裸芽・不凍液？） 

 

  ・冬芽を観察しよう！ 

□ 花芽と葉芽 

□ 一年枝と二年枝、芽鱗痕 

□ 葉痕 

 

 

 

観察のポイント３（草）ロゼット     

・冬の厳しい環境に地面に低く葉を密集

させ、芽を守りながら、葉が重ならない

ように効率よく太陽の光を受ける。   

 

□ セイヨウタンポポ 

□ オオバコ 

□ ヨモギ 

□ ナズナ 

 

次回は 2月 9日 ｢里山の野鳥｣ 

 

 

 

 

 

 

ナミテントウムシ（成虫） 

 

ｵｵカマキリの卵鞘 

 

コブシの冬芽 

 

（公園より提供） 

 

生き物たちの冬越し 

平成 26年 1月 12日 

NPO四季の森里山研究会 

松崎龍之介・宮下修一・谷川克・尾崎一源 

 

 

 

 

 

 

 

寒さに耐えて春を待つ生き物の知恵 


